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論 文 内 容 の 要 旨 
 カラヴァエヴァ・ユリヤ氏の博士論文は、江戸時代中期に活動した文人画家の池大雅の
研究で、初期から晩期に至る作風を跡づけながら、多様な作品を制作した大雅の文人画と
は何だったのか、についての研究である。その構成と内容は次の目次の通りである。 
目次 
序論 闊達な画家、池大雅 
第一章 池大雅という人物とその山水図 
第二章 池大雅の人物図と花卉図 
第三章 池大雅の四君子、または《蕙石図》をめぐる画と書の関係 
第一部 池大雅における様式変遷 ー年記のある作品を中心にー 
第一章 20 代の作品 －延享１年（1744）から寛延 2年(1749)までー 
第二章 中期作品 ー寛延 3年（1750）から宝暦５年（1755）までー 
第三章 40 代前期 — 宝暦 13 年（1763）から明和 3年（1766）までー 
第四章 40 代後期 — 明和 8年（1771）の《洞庭赤壁図巻》と《十便帖》を中心にー 
第五章 花卉図と人物図の制作について 
第六章 先行研究における大雅の様式論をめぐって 
小結 
第二部 池大雅による遍照光院《山亭雅会図襖》について 
第一章 高野山遍照光院《山亭雅会図襖》の図様 
第二章 高野山遍照光院《山亭雅会図襖》の制作年代 
第三章 高野山遍照光院《山亭雅会図襖》の作風 
2 
 
第四章 高野山遍照光院《山亭雅会図襖》の文人画的位置づけ 
第五章 高野山遍照光院《山亭雅会図襖》の伝説 
小結 
第三部 池大雅の作風と弟子たち 
第一章 大雅の高弟－福原五岳 
第二章 紀州における大雅の後継者－野呂介石 
第三章 青木夙夜の作品をめぐって— 《渓山仙館図》と《蜆子和尚図》を中心にー100 
第四章 愛石筆《清江釣船図》（関西大学図書館蔵） 
第五章 徳山玉瀾の制作について 
結論 
 日本の文人画家で、独特の「深奥空間」を表現した池大雅は、様々に異なる作品を遺した。
文人画を基本として山水図を数多く描き、それらの中には真景図も含まれている。また、
指頭画による人物図なども描き、その関心の幅は広く、後世の画家たちに多大な影響を与
えた。さらに、種々様々な大雅の作品を検討すると、彼の藝術は、日本美術史上、多様性
があることで精彩を放っていたといえるかもしれない。こうした対照的といってよい表現
の特徴が、一人の画家の性格に含まれていて、それは世界のすべてを包括的に捉える大雅
の特徴を示す稀有の個性だと考えられる。 
 また、大雅は自己の意欲を大事にした努力の画家でもあった。そのため、技術的側面に
おいても、飛躍的な進歩を遂げることができたわけである。従って、好奇心から生まれた
多様な関心と絵画の技術、あるいは、その二つの組み合わせが、大雅の作品における密度
のある充実した内容を創造していると考えられる。さらに、大雅の人生は、様々な日本の
実景に見られる実際の旅、 または、創造的な中国山水による精神的旅、加えて、種々の手
法を含んだ藝術的旅を総合したものだといってよい。つまり、包括的な世界観をもつ大雅
の人生には、「旅」の概念が重要な役割を果たしたと推測される。 
 大雅は、おおらかな人柄であったため、絵画と書においても、東アジアの文人画家とし
て、特異な美意識を表すことができた。すなわち大雅は、やがて誕生することになる近代
人のような性格をもちながら、基本的には東アジアに共通する表現を実現したといってよ
いが、それとともに、個人の特殊で個性的な表現を具体化したといえるだろう。  
 続いて、山水図にかかわる大雅の制作をめぐっては、以下のようにまとめることができ
る。第一に池大雅は、その制作において、作風、あるいは様式といってもよいが、それを
統一しようとしなかったという印象を受ける。すなわち、20 代から 40 代末までの作品群を
比較すれば、またはその表現を検討すれば、多様な描法、様々な様式を混在させた作風が
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見てとれる。すなわち、中国の南宗画に見られる各種の技法、西洋的遠近法の要素、大和
絵における俯瞰的視点を含む画面構成、北宗的で硬い形態の造形、雪舟のような荒い筆致
と俵屋宗達が駆使した発墨などが、大雅の画面に混在して織り込まれている。一方、学習
時代における様々な筆致の受容と作風の不統一（多様性）は、20 代から 30 代の作品におい
て、一層明らかに見てとれるが、大雅の様式の成立時期と言われる 40 代を越えても、作風
の不統一（多様性）は継続されている。 
40 代以後の作品においては、大雅の個人的な趣味と解釈への傾向が強くなる。その推移
あるいは変わり目の時期には、大雅の代表作と呼ばれる遍照光院の《山亭雅会図襖》が位
置している。《山亭雅会図襖》は、大雅の実験作であり、大画面を把握するという技法的成
長を示す作風から安定した綜合的表現までの変化を反映しているといってよい。言い換え
れば、この襖絵においては、大雅の中期の学習的実験から晩期の個人的、つまり個性的な
実験までの推移する過程を感じとることができる。数多くの謎を残した《山亭雅会図襖》
には、様々な手法の組み合わせのみならず、写生的かつ写実的特徴、自己表現による写意
も混合されている。 
 加えて、大雅の弟子たち、すなわち福原五岳、野呂介石、愛石らが、大雅から文人画を
学んだが、当然のことながら、弟子たちそれぞれの個性に応じて、大雅様式の受容は異な
っていた。残念ながらと言うべきかどうかはともかく、水墨画による技法の把握、特に空
間構成、モチーフの配置については、大雅と同様の能力を示した弟子はいなかった。           
 大雅の様式変遷を辿ると、多様な作風が注目されるが、それとともに一貫した連続性も
感じられる。まず、作品の共通点としては、見事な空間把握と画面構成の組み立てを指摘
することができる。特に多数の絵画に示された深奥空間は、正統な遠近法に従わない表現
となっているが、それにもかかわらず、画面全体に実感できる空間が形成されている。そ
れは画家の技術における巧みさの証明である。加えて、内面的な表現として、多くの作品
には抒情性が溢れている。つまり、画家の感情を出発点として、モチーフなどに個人的な
解釈が感じられる。 
いうまでもなく大雅は、飄逸な性格の持ち主だったと伝えられており、彼はある程度、
島田修二郎氏によって指摘された「文人」に類似した画家であったといってよい。特に大
雅は、宋代以降の個人的な色彩の濃い人間類型に共通する特徴を示したといってよいが、
様々な意味で、中国の文人とは異なっていた。自由闊達な大雅は、様々な作風を志向した
ため、むしろ彼は、「様式の枠組みを超えた文人系の天才画家」だったというべきであろう。
要するに、「文人画家」という呼び方を拒否するわけではないが、文人画に当てはまらない
大雅の側面を排除してはならないと考えるのである。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 カラヴァエヴァ・ユリヤ氏は、江戸時代の日本を代表する文人画家の池大雅の文人画を
研究してきた。その成果が、本博士論文に凝集された。大雅研究は、近世絵画史の中でも、
かなり難しい研究対象で、カラヴァエヴァ・ユリヤ氏の果敢な挑戦には頭が下がる。 
 大雅は、20 代から晩年に至るまで、一定の作風に拘泥せずに、自由に作風の幅を広げて
活動した。その幅の広さは、大雅という画家を理解しにくくしているが、それがまた、大
雅の言うに言われぬ魅力でもある。カラヴァエヴァ・ユリヤ氏は、そうした大雅の全容を
追いかけて、独自の解釈を行った。すなわち、文人画家の大雅を、「文人画」という枠組み
に押し込めずに解放し、文人画からはみ出して行く大雅の個性と才能を明らかにした。そ
こでは、中国の南宗画に見られる各種の技法、西洋的遠近法の要素、大和絵における俯瞰
的視点を含む画面構成、北宗的で硬い形態の造形、雪舟のような荒い筆致と俵屋宗達が駆
使した発墨などが、大雅の画面に混在して織り込まれ、それらが文人画に包含されたり、
あるいはまた、文人画の枠を逸脱してゆく様子が見てとれる。そうしたふくらみのある複
雑な大雅の作風を、カラヴァエヴァ・ユリヤ氏は正確に理解した。 
 さらに、論及は続く。大雅は、天賦の才能をもって生まれた画家であるが、そこには、
いうまでもなく、大いなる努力が含まれていた。また、日本全国を旅して、清々しい真景
図をも描き、自然と向き合って、自己の内部の精神と、自然とを一体化しようとした。そ
うした微妙で説明しがたい大雅の作風を解説することは、まことに困難な作業であるが、
カラヴァエヴァ・ユリヤ氏は、そうした課題を一定程度可能とした。 
 本研究の最大の山場は、高野山遍照光院の障壁画《山亭雅会図襖》を論じた章である。
この襖絵は、大雅の実験作であり、大画面を把握するという技法的成長を示す作風から安
定した綜合的表現までの変化を反映しているという。数多くの謎を残した《山亭雅会図襖》
には、様々な手法の組み合わせのみならず、写生的かつ写実的特徴、自己表現による写意
も混合されていると解説を加えている。審査委員からは、大雅の思想的側面について、さ
らに深く追及すべきであるとの意見が出たが、それは今後の課題となろう。 
 結論として、カラヴァエヴァ・ユリヤ氏は、大雅の生涯にわたる画業をまとめ、文人画
家池大雅の多様性という天稟を主張して論文を締めくくっている。困難な研究対象を屈せ
ずに追究し、独自の成果を上げた研究に高い評価を与えたい。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
